
最近の農用地土壌汚染対策について 

 
平成２３年３月３０日 

水・大気環境局土壌環境課 
 
１． カドミウムに係る農用地土壌汚染対策地域の指定要件等の改正について 

（１）農用地の土壌の汚染防止等に関する法律施行令の一部を改正する政令の公布・

施行（平成 22年 6月 16日） 
（改正の概要） 
食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（平成 22年 4月厚生労働省

告示第 183号）により、0.4 ppmを超えるカドミウムを含む米が公衆衛生の見
地から販売等が禁止される食品に位置付けられたことを踏まえ、人の健康を損

なうおそれがあるカドミウムを含む米の生産を防止するため、カドミウムに係

る農用地土壌汚染対策地域の指定要件について、米 1kgにつき 0.4 mgを超え
る地域又はそのおそれの著しい地域に改正。 
 

（２）土壌の汚染に係る環境基準についての一部改正（平成 22年 6月） 
（改正の概要） 
食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（平成 22年 4月厚生労働省

告示第 183号）により、0.4 ppmを超えるカドミウムを含む米が公衆衛生の見
地から販売等が禁止される食品に位置付けられたことを踏まえ、人の健康を損

なうおそれがあるカドミウムを含む米の生産を防止するため、カドミウムに係

る環境上の条件について、農用地においては、米 1kg につき 0.4mg 以下に改
正。 
 

（３）農用地土壌汚染対策地域の指定要件に係るカドミウムの量の検定の方法を定め

る省令の一部を改正する省令の公布・施行（平成 22年 6月 16日） 
（改正の概要） 
 農用地土壌汚染対策地域の指定要件に係るカドミウムの量の検定のための

試料を採取するほ場全体の濃度レベルをより適切に評価するため、当該採取す

る方法を、農用地の面積おおむね 2.5haにつき１箇所の割合で、試料を採取す
るほ場を選定し、中央地点及びその他４地点での土壌及び作物採取を行うこと

とした。（別紙参照） 
 

（４）上記改正等に係る都道府県への周知徹底・技術的助言 
・農用地の土壌の汚染防止等に関する法律施行令の一部改正等について 

（平成 22年 6月 16日付け環水大土発第 100616001号） 
・土壌の汚染に係る環境基準についての一部改正について 
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（平成 22年 6月 16日付け環水大土発第 100616002号） 
・「農用地の土壌の汚染防止等に関する法律における法定受託事務の処理基準

について」の全部改正について 
（平成 22年 7月 26日付け環水大土発第 100726001号） 

・農用地土壌汚染対策地域の指定の解除について 
（平成 22年 6月 30日付け環水大土発第 100630002号） 

・都道府県を対象に、農用地土壌汚染対策に係る説明会を実施し、改正政省令

及びその運用について説明。 

 

 

２． 平成21年度農用地土壌汚染防止法の施行状況について 

  別紙及び参考資料２参照 

 
 
３． 平成23年度農用地土壌汚染対策費について 

○ 特定有害物質 
・カドミウムについて、畑作物等にも適用可能な調査手法を検討するとともに、土

壌中のカドミウムに起因するリスクを的確に把握するための調査手法の実証実

験等を実施。 

 ・中央環境審議会答申において指摘された、土壌及び米に含まれるカドミウムの新

たな分析法の導入や精度管理指針の作成に向けた検討を実施。 
○ 未規制物質 
 ・今後、農用地におけるリスク管理が必要となる可能性がある鉛及びヒ素について、

全国的な汚染分布に関する文献調査を行うとともに、農作物による吸収特性に関

する調査を実施。 
 
 
４． 関係府省の施策の取組状況について 

＜農林水産省＞ 
○ コメのカドミウム濃度低減のための実施指針（案）の作成 
各地域において、それぞれの実態に応じたコメ中のカドミウム濃度低減対策

を推進することを目的として、農家を営農指導する立場にある者を対象とした

実施指針（案）を作成。同案について 1月 28日から 2月 26日までパブリック
コメントを実施しており、寄せられた意見等を考慮した上で、作成、発出予定。 

 
＜厚生労働省＞ 
○ 食品衛生法に基づく米のカドミウムの成分規格を1.0ppm未満から 0.4ppm以
下に改正（平成 23年 2月 28日より施行） 
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※１ 都道府県知事が実施。
※２ 都道府県営事業のほか、市町村営事業により行われることもある。
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○ 農用地の土壌の汚染防止等に関する法律――制度の概要



■ 農用地土壌汚染対策地域の指定要件に係るカドミウムの量の検定の方法を定める省令（昭和46年６月
農林省令第47号）においては、調査は2.5haごとにほ場を選定し、中央地点及びその他４地点での土壌
及び作物採取を行うことが規定されている。
■ カドミウムに係る土壌環境基準においては、測定方法として、「農用地に係るものにあっては、昭和46年
６月農林省令第47号に定める方法」と定められている。

○ 農用地土壌汚染防止法に基づく調査の概要

農用地土壌汚染
対策地域に指定

縮尺1/3,000程度の平面図をベースマッ
プとして、1区画がおおむね2.5haとなる
ように方眼を組み、その交点を含むほ場
を選定。

ほ場の中央地点及びその他４
地点を調査地点とする。

試料採取ほ場の設定 調査地点の設定 試料の採取

○ 稲は、５地点それぞれに立毛している
稲４株程度(玄米として約500g～1kg)

○ 土壌は、稲を採取した地点において、
地表から地表下15cmまでの土壌を垂
直に切り取り、混合し、均一な土壌約
1kgを採取。

カドミウムの検定等

○ 玄米中のカドミウムの
量（硝酸・硫酸分解）

○ 土壌中のカドミウムの
量（0.1 mol/L塩酸抽出）

○ 土性 ほか

調査地点

試料の採取量
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指定要件
に該当



農用地土壌汚染対策の進捗状況

汚染物質別指定面積

カドミウム：6,428ha
銅 ：1,225ha

ひ 素： 164ha
（平成21年度末現在）

法の施行（昭和４６年）後、数年の間に全国で盛んに調査が行わ
れ、昭和６０年までに現在の対策地域のほとんどを指定

対策事業はほぼ一定のペースで進捗しており、大半の指定地域で
対策が完了

③対策計画策定面積

⑤今後対策が必要な面積

867ha

④対策事業等完了
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指定地域面積、対策事業等完了面積等の推移

昭和

②地域指定面積
④ 6,620ha
② 6,577ha
③ 6,492ha

①基準値以上検出等面積
7,487ha

平成
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注)１． などの下線は、複数の特定有害物質による汚染であること
を示す。

２． は、それぞれカドミウム、銅に係る指定地域で一部について
指定解除された地域であることを示す。

特定有害物質

指定地域

うち対策計画策定地
域
うち指定解除地域

カドミウム 銅 砒素

(45)銭亀沢
(67)比内

(65)鹿角

(66)角館
(24)柴沼

(58)醍醐・吉田
(54)浅舞
( 4 8 )第
二
上鍋倉
(61)三重

(41)上鍋倉

(19)新城・床舞

(21)東福寺

(38)東部醍醐
(51)福島・北原

(56)亀田

(49)八木

(44)館花
(37)荻袋
(35)増田

(14)小坂(15)坪川流域

(20)鷹巣
(18)能代

(68)板屋五騎
(8)杉沢・柳沢

(31)二迫川

(32)新堀出来川上流

(52)間沢川流域
(22)吉野川流

域(39)上有無川流域

(1)日曹金属(株)会津精錬
所周辺

(55)高原

(47)上稲吉

(30)小山・野木

(5)渡良瀬川流域

(2)碓氷川流域

(10)黒部

(26)神通川流域(右
岸)(16)神通川流域(左
岸)

(7)畑佐

(23)梯川流域

(36)犬山
(9)刈谷市恩田川、下り松川、弁天川

(34)岩倉

(28)本巣

(59)西員弁

(12)中野

(62)亀岡

(3)生野鉱山周辺
(53)上岩津

(64)口銀谷・粟賀南部

(4)東芝電気太子分工場周辺

(60)小田川
(27)宝満山

(42)五十猛
(43)左ヶ山

(29)笹ヶ谷鉱山下流域
(57)秋谷

(6)佐須川及び
椎根川流域

(11)大牟田

(69)大牟田(昭
和開西部、昭
和開北部)

(17)浦川流域

(13)関川流域

(33)有賀鉱山周辺

(50)長谷緒

(40)岩戸川流域土呂久

(25)岩戸川流域(東岸寺)

(70)亀田第２

(71)鹿角北部

(72)鹿角南部

(46)宿野部川

農用地土壌汚染対策地域の分布

カドミウムによる
指定地域面積の
県別内訳

Cd指定面積
（H21年度末全国計）

6,428ha

(63)下前
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